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再 帰 的近 代 化 に お け るボラ ン テ ィ ア 活 動の 意味

一 成 人学 習 論の 観 点 か ら一

田 中雅 文 （口本 女子 大 学 ）

1 ． 再 帰 的 近 代 化 にお けるリス ク

　ギ デ ン ズ に よ れ ば 、再 帰性 とは 「社会 的

な 営み が 、そ れ 自身 に 起 因す る 新 た な情

報 に よ っ て 絶えず 1吟味 ・修 正 され 、結 果 と

し て そ の 営 み が 本 質 的に 変容 す る こ と 」

（Giddens　 1　9　9．　0，　 p ．38） で あ る 。
っ ま り

再 帰的 近 代 化 とは 、近 代 か ら 生 まれ た 知

識 ・技術 や諸 要因 に よ っ て 、近 代 シ ス テ ム

そ れ ［／体 が 変容 し て い く こ と を意 味す る 。

　再 帰 的近代化 の 過 程で は 、制度 的再 帰

性 と 自己再 帰性 と い う二 つ の 側 面 で 再 帰

性 が 生 じ る （Lash 訳 書 　1997 ，　 p ，215）。

前者 は 、個 人 や集 団 の 行為 が 社会構 造 に

影響 を及 ぼ し、そ の 結 果 が社 会構 造 自体

に は ね 返 っ て 新 た な社 会 構 造 の 変 容 へ と

連 な っ て い くこ とで あ る。例 え ば 、都 市

化 に よ る 快 適性 を 内包す る 社会構 造 が、

そ れ に起 因 す る深 刻 な環 境 問題 に よ っ て

さ ら な る変容 を促 され る 。 後者 は 、 個人

や 集団 の 行 為 の 結果 が 、当の 個 人や 集 団

に は ね 返 っ て 影 響 を 及 ぼす こ と を意 味す

る 。 例 え ば 、制 度 的再帰性 に よ っ て 目ま

ぐる し く変 わ る社会 ・生 活 環 境 の も と で
、

個 人 や集 団 は 白らの 行 為を常 に モ ニ タ リ

ン グ しな が ら変化 させ ざる を え な い
。

　 ギ デ ン ズ は 、自己 再 帰性 に よ っ て 常に

変 容 を余儀 な くされ る現 代 の 自己 を 、 〈

再 帰 的プ ロ ジ ェ ク ト〉 と し て の 自己 と呼

＄1
’
　（Giddens 　l991，　 pp ．32−34）D 　こ こ ｝こ 立

脚 すれ ば、再 帰 的 に変化 す る諸 制度や 専

門 的 な 知 識 体系 と い っ た 抽象 シ ス テ ム に

漂 う雑 多 な情報 を も とに 、そ の 都度 自己

を更新 し て い く 、 と い う困 難 な 作業 が 個

人 に 課 せ られ て い る こ とに な る。

　上 記 の よ うに 、社 会 レ ベ ル 、個人 レ ベ

ル の 両 方 で Pt：帰 的近 代 化 に よ る リ ス ク を

抱 え て い る の が 現代 の 社 会 で あ る 。 本報

告 の 目的 は 、ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 が こ の よ

うな リス ク の 回避 に貢 献す る ・∫能性 に つ

い て 、主 と し て 個入 レ ベ ル に 着 目し、成

人 学習論 の 概念 （実践 コ ミ ュ ニ テ ィ 、状

況 的学習 、省 察 、変 容的 学習 な ど） を 用

い て 考 察す る こ とで あ る 。 考 察に あた っ

て は 、ボ ラ ン テ ィ ア を対象 と し た イ ン タ

ビ ュ
ー調 査 の 結果 を 活 用 す る。

2 ． 〈 再 帰型学習 〉 の モ デ ル

　成 人 学習論 の 諸概 念 とイ ン タ ビ ュ
ー

調

査 の 結 果 か ら、次 の 仮 説 を提 示 で き る。

  新 しい 社 会の 創 造 を 目指す 「創 造型 」

の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 は 、独 自の 社会 的

使 命 に応 じ た 公 共 空 間 （公 共 圏 ） を 醸

成 す る 。そ こ で の 討 論 や 試 行 錯誤 の 積

み 重 ね に よ り、関係 者 の 間 に
一

種 の 実

践 コ ミ ュ ニ テ ィ が 生 まれ る。

  ボ ラ ン テ ィ ア 活動 は 、公 共 空 間を 媒介

と し て 社 会的 な成 果 を あ げ る。ボ ラ ン

テ ィ ア は 活動 成 果 か らの 反 作用 に よ っ

て 省 察 を促 され 、 そ れ を経 て 新 た な活

動 に 取組 み 、ま た そ の 結 果 が 反 作用 を

生 む 。反 作用 と省 察 の こ う し た 連鎖 を

く 再 帰的循 環 〉 と 呼ぶ 。

  〈 再 帰 的 循 環 〉 は ボ ラ ン テ ィ ア の 世

界 観 （準 拠 枠 〉の 変 容 を促 す 。世 界観 が

根 本 的 に 変 わ っ た とき は 意識 変 容 と呼

ぶ に ふ さ わ し い 。ボ ラ ン テ ィ ア は そ う

し た ［H：界 観 に 支 え られ て 自分 の 役割 と

位 置 を 明 確 に 認 識 し 、安 定 的 な 白己 ア

イ デ ン テ ィ テ ィ を得 る 。

  反 作 用 ・省 察 を経 な くて も、直接体 験

に よ っ て 意識 変 容 が 起 こ る 場合 も あ る

　 （自然体 験 を通 して 、環 境 問題 へ の 新

た な意識 が 醸成 され る な ど）。

  上 記 の 世 界 観 は 、ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 が

提 供 す る 、仕 事 や 主 婦 業 か ら解 放 さ れ

た 新 し い 生 活 空 間 の な か で 、実 際 に 他

の 人 々 や 次 llli代 と共 に 活動 す る こ と（バ

ー
ガ

ー
の い う共 謀 関係 （Berger 訳 書
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2007 ，pp ．91−96）） に よ っ て 生 ま れ 、か

つ 維 持 ・強化 され る も の で あ る 。

　上 記 の よ うなメ カ ニ ズ ム で 新 し い 世界

観 と安 定的 な ア イ デ ン テ ィ テ ィ が 獲得 さ

れ る過 程 は 、

一
種 の 状 況 的学習で あ り、

こ の よ うな状 況的 学習 を こ こ で は く 再帰

型 学 習〉 と呼 ぶ （図 1 ）。図 が表 現 す る よ

うに 、組 織 的 な ボ ラ ン テ ィ ア活 動 は 、具

体的 な活動成 果 か らの 反 作用 に加 え、直

接 体 験や人 々 と の つ な が りを通 し て 世 界

観 や 自己 ア イ デ ン テ ィ テ ィ を獲 得 して い

くこ とを可能 とす る。い わ ば 、ギデ ン ズ

の い う〈 再 帰 的 プ ロ ジ ェ ク ト〉 を 、「抽 象

的 な制 度 ・知識 か ら の 情報 へ の 全 面 依存 」

で は な く、「具体 的な 人 間関係 と活動 体験 、

そ して 活動成 果 か らの 反 作用 」 に よ っ て

遂行 す る こ とが で き る。

3 ， ボランティア活 動 の 意 味

　上 記 の 結果 か ら、再 帰 的近 代 化 に伴 う

社会 レ ベ ル 、個 人 レ ベ ル の リス ク に 対 し、

ボラ ン テ ィ ア 活 動 が く 自己 と社 会 の 再 帰

的変 容 〉 （自己 の 再帰 的な変容 と社 会 の

再帰 的 な変容 が相 互 に影 響 を及 ぼ しな が

ら進 行す る過 程 ） を促 す こ とに よ っ て 立

ち 向か う可 能性 を み る こ とが で き る 。そ

の 中核 とな る の は 、 本 稿で 〈 再 帰型 学習

〉 と呼 ん だ
一

種 の 状況 的学 習で あ る 。

（注 ）本 稿 は 、田 中雅文 （2011 ） の 第 1

章 と 2 章 をも とに 取 りま とめた もの で あ

る。当 日 の 発表 は 、こ うした 知 見 の 詳 細

を報 告 す る と とも に 、そ れ をふ ま えた新

た な視 点 を提 示 す る 予 定で あ る 。
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図 1　 〈 再 帰型 学習〉 の モ デ ル

出所 ： 田 中 （2011 ， p ．131）
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